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資料１．滋賀県の二次医療圏と高齢化率  
＊県内に 7 医療圏（大津・湖南・甲賀・東近江・湖東・湖北・高島）がある 

 
引用データ：令和 3 年 10 月滋賀県人口推計 

図 1. 二次医療圏別老年人口割合 
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資料２．滋賀県及び二次医療圏の将来人口推計 
 

   
引用データ：国立社会保障・人口問題研究所 2018 年 3 月将来人口推計 

図 1. 二次医療圏別 2020 年老年人口を 100 とした老年人口指数 
 
 

   
引用データ：国立社会保障・人口問題研究所 2018 年 3 月将来人口推計 

図 2. 二次医療圏別 2020 年総人口を 100 とした総人口指数 
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資料３．滋賀県の二次医療圏別の医療従事者数 
 

 
引用データ：令和 2 年 10 月 1 日医療施設静態調査 総務省統計局「政府統計の窓口（e-Stat）」 

図 1. 二次医療圏別人口 10 万対の医師数及び看護師数 
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資料４．関係機関からの要望書 
１）滋賀県      
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２）滋賀県看護協会    

 

  



 
 

－設置等の趣旨（資料）－7－ 

３）社会医療法人誠光会淡海医療センター    
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４）地方独立行政法人市立大津市民病院    
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資料５．入学者確保の見通し     
令和４年８月実施、「滋賀医科大学大学院医学系研究科看護学専攻博士後期課程（設置構想中）に関する修士
課程修了生・在学生対象アンケート」より 
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資料６．近隣大学の博士後期課程定員と充足率   
【本学調べ】 

 
  

充足率
100％超

1

2

3

4

5

6

7
100

222

89

189

67

156

四天王寺大学大学院
看護学研究科　看護学専攻

9 9

大阪医科薬科大学大学院
看護学研究科　看護学専攻

14 9

同志社女子大学大学院
看護学研究科　看護学専攻

6 9

京都橘大学大学院
看護学研究科　看護学専攻

8 9

公立大学法人
京都府立医科大学大学院
保健看護学研究科
保健看護学専攻

17 9

国立大学法人
三重大学大学院
医学系研究科　看護学専攻

20 9

定員合計

岐阜県立看護大学大学院
看護学研究科　看護学専攻

9 6

充足率
(%)

150

大学名／専攻 実数合計



 
 

－設置等の趣旨（資料）－11－ 

資料７．カリキュラムマップ   
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資料８．カリキュラム構成   
 

科目群 科目名 配当

年次 

開講

形式 

単位数 
備考 

必修 選択 

共通科目 グローバルコミュニケーション論 １～２（通） 講義 2  

５単位以上 

医療倫理学 １～２（通） 講義 1  

看護教育学 １～２（通） 講義  １ 

看護医療統計学 １～２（通） 講義  ２ 

保健医療行政論 １～３（通） 講義  ２ 

部
門
別
専
門
科
目 

生
涯
発
達
看
護
実
践

科
学
部
門 

 

生涯発達看護実践科学特論 １（前） 講義 ２  

５単位 

看護病態管理学特論 １（前） 講義 １  

NCD看護疫学特論 １（後） 講義 １  

科学的根拠と看護実践 ２（前） 演習 １  

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
創
成

看
護
科
学
部
門 

コミュニティケア特論 １（前） 講義 １  

看護管理学特論 １（前） 講義 １  

ケアシステム創成看護科学特論 １（後） 講義 2  

ケアシステム創成看護科学演習 ２（通） 演習 １  

特別研究 
科目 看護学特別研究 １～３（通） 演習 ６  

6 単位 

 16単位 
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資料９．研究基礎力試験（QE）   
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資料 10-1．履修スケジュール  
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資料 10-2．標準的な履修モデル・長期履修生の履修モデル   
生涯発達看護実践科学部門 
標準的な履修モデル    

履修科目名 単位 
                    履修時期 

1 年次 2 年次 3 年次 
＜部門別専門科目＞ 
生涯発達看護実践科学特論 ２ 

      

＜部門別専門科目＞ 
看護病態管理学特論 1 

 
 

     

＜部門別専門科目＞ 
NCD看護疫学特論 1 

 
 

 
    

＜部門別専門科目＞ 
科学的根拠と看護実践 １       

＜共通科目＞ 
グローバルコミュニケーション論 ２  

 
 

    

＜共通科目＞ 
医療倫理学 １       

＜共通科目＞ 
看護医療統計学 2       

＜特別研究科目＞ 
看護学特別研究 6       

合計 16  

長期履修生の履修モデル  

履修科目名 単位 
          履修時期 

1 年次 2 年次 3 年次 ４・５・6年次 
＜部門別専門科目＞ 
生涯発達看護実践科学特論 ２ 

         

＜部門別専門科目＞ 
看護病態管理学特論 1 

 
 

 
 

   
   

＜部門別専門科目＞ 
NCD看護疫学特論 1 

 
 

  
 

  
   

＜部門別専門科目＞ 
科学的根拠と看護実践 １          

＜共通科目＞ 
グローバルコミュニケーション論 ２  

 
 

    
   

＜共通科目＞ 
医療倫理学 １          

＜共通科目＞ 
看護医療統計学 2          

＜特別研究科目＞ 
看護学特別研究 6          

合計 16  
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ケアシステム創成看護科学部門 
標準的な履修モデル    

履修科目名 単位 
                    履修時期 

1 年次 2 年次 3 年次 
＜部門別専門科目＞ 
コミュニティケア特論 1 

      

＜部門別専門科目＞ 
看護管理学特論 1 

 
 

     

＜部門別専門科目＞ 
ケアシステム創成看護科学特論 ２ 

 
 

     

＜部門別専門科目＞ 
ケアシステム創成看護科学演習 １       

＜共通科目＞ 
グローバルコミュニケーション論 ２ 

  
 

    

＜共通科目＞ 
医療倫理学 １       

＜共通科目＞ 
看護医療統計学 2       

＜特別研究科目＞ 
看護学特別研究 6       

合計 16  

長期履修生の履修モデル  

履修科目名 単位 
          履修時期 

1 年次 2 年次 3 年次 ４・５・6年次 
＜部門別専門科目＞ 
コミュニティケア特論 1 

         

＜部門別専門科目＞ 
看護管理学特論 1 

 
 

     
   

＜部門別専門科目＞ 
ケアシステム創成看護科学特論 ２ 

 
 

     
   

＜部門別専門科目＞ 
ケアシステム創成看護科学演習 １          

＜共通科目＞ 
グローバルコミュニケーション論 ２  

 
 

    
   

＜共通科目＞ 
医療倫理学 １          

＜共通科目＞ 
保健医療行政論 2          

＜特別研究科目＞ 
看護学特別研究 6          

合計 16  
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資料 11-1．研究倫理規程（国立大学法人滋賀医科大学倫理審査委員会規程） 
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資料 11-2．研究倫理規程（国立大学法人滋賀医科大学研究倫理委員会規程） 
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資料 12．既設の修士課程との関係    
 
１．令和６年 3 月まで   
 

 
 
 
２．令和６年４月から   
 

 
  

大学院修士課程学部

生化・栄養

形態・生理

基礎

母性・助産

小児

成人

老年

クリティカル

公衆衛生看護

訪問看護

精神

臨床看護学

基礎看護学

公衆衛生看護学

講座 領域

研
究

コース

高度
実践

看護管理 看護管理実践

基礎看護学Ⅲ

基礎看護学Ⅱ

基礎看護学Ⅰ

ウイメンズヘルス看護学

小児看護学

成人看護学

老年看護学

クリティカル

地域看護学Ⅰ

地域看護学Ⅱ

精神看護学

臨床看護学

基礎看護学

公衆衛生看護学

研究領域 区分

特定行為
特定行為実践
周麻酔期看護実践

＊2 看護が対象とする人間を包括的にとらえ
研究することによって、あらゆる看護実践
に共通する基礎理論を見出し、看護の科学
性を追求することを目指す領域

＊3 すべての人々にとっての健康、安心や安
全を整えること、健康格差の縮小、超高齢
社会における地域包括ケア、健康的なコ
ミュニティづくりなど、保健医療サービス
のあり方や質の向上に寄与する知見や実践
を探求する領域

＊1 高度な看護実践の場で用いられる看護介
入を体系的に研究する領域

＊4 保健医療福祉を取り巻く環境の変化に対
応できる幅広い知識をもち、看護管理能力
やリーダーシップ能力、看護職の指導的能
力及び倫理観を備えた看護管理実践者を育
成し、質の高い組織的看護サービスの発展
に寄与することを目指す領域

＊5 看護の様々な実践領域での特定行為を担
い得る卓越した知識と技術を有する高度実
践看護師を育成し、その役割モデルを示す
ことで、実践領域における看護の専門性向
上と臨床看護の発展に寄与することを目指
す領域

＊1

＊4

＊2

＊3

＊5

大学院博士前期課程 大学院博士後期課程学部

生涯発達
看護実践科学

ケアシステム創成
看護科学

部門

生化・栄養

形態・生理

基礎

母性・助産

小児

成人

老年

クリティカル

公衆衛生看護

訪問看護

精神

臨床看護学

基礎看護学

公衆衛生看護学

講座 領域

生涯発達
看護実践科学

ケアシステム
看護科学

部門

研
究

コース

基盤医科学

基盤看護学

ウイメンズヘルス看護学

チャイルドヘルス看護学

NCD看護学

フレイルケア看護学

看護病態管理学１

ヘルスプロモーション看護学

訪問看護学

精神保健看護学

領域

看護
管理

高度
実践

看護管理

専門看護師
特定行為

母性（令和６年度から）
特定行為実践
周麻酔期看護実践

看護病態管理学２
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資料 13．授業科⽬別の担当教員の一覧   

 

  

学位

グローバルコミュニケーション論 2 必修 １-２ 通 ◎教授 加藤　穣 博士（医学）

医療倫理学 1 必修 １-２ 通 ◎教授 加藤　穣 博士（医学）

◎教授 河村奈美子 博士（学術）

准教授 玉木　朋子 博士（保健学）

看護医療統計学 2 選択 １-２ 通 ◎准教授 原田亜紀子 博士（保健学）

保健医療行政論 2 選択 １-３ 通 　◎教授 三浦　克之 博士（医学）

◎教授 立岡　弓子 博士（看護学）

教授 宮松　直美 博士（保健学）

准教授 荻田美穂子 博士（人間健康科学）

准教授 山口亜希子 博士（保健学）

◎教授 馬場　重樹 博士（医学）

教授 漆谷　真 博士（医学）

教授 丸尾　良浩 博士（医学）

准教授 辻　俊一郎 博士（医学）

◎教授 宮松　直美 博士（保健学）

　教授 三浦　克之 博士（医学）

◎准教授 荻田美穂子 博士（人間健康科学）

教授 宮松　直美 博士（保健学）

教授 立岡　弓子 博士（看護学）

准教授 山口亜希子 博士（保健学）

◎教授 辻村真由子 博士（看護学）

教授 伊藤美樹子 博士（保健学）

看護管理学特論 1 必修 １前 ◎教授 笠原　聡子 博士（保健学）

◎教授 伊藤美樹子 博士（保健学）

教授 辻村真由子 博士（看護学）

教授 笠原　聡子 博士（保健学）

◎教授 伊藤美樹子 博士（保健学）

教授 辻村真由子 博士（看護学）

教授 笠原　聡子 博士（保健学）

教授 河村奈美子 博士（学術）

准教授 玉木　朋子 博士（保健学）

◎教授 立岡　弓子 博士（看護学）

教授 辻村真由子 博士（看護学）

教授 宮松　直美 博士（保健学）

教授 伊藤美樹子 博士（保健学）

教授 笠原　聡子 博士（保健学）

教授 馬場　重樹 博士（医学）

教授 河村奈美子 博士（学術）

教授 桑田　弘美 博士（医学）

教授 喜多　伸幸 博士（医学）

准教授 荻田美穂子 博士（人間健康科学）

准教授 玉木　朋子 博士（保健学）

准教授 山口亜希子 博士（保健学）

講師 山下　敬 博士（医科学）

特
別
研
究
科
目

看護学特別研究 6 必修 １-３ 通

ケアシステム創成看護科学演習 1 必修 ２通

ケアシステム創成看護科学特論 2 必修 １後

コミュニティケア特論 1 必修 １前

科学的根拠と看護実践 1 必修 ２前

NCD看護疫学特論 1 必修 １後

看護病態管理学特論 1 必修 １前

部
門
別
専
門
科
目

生涯発達看護実践科学特論 2 必修 １前

共
通
科
目

看護教育学 1 選択 １-２ 通

区分 科目名 単位
必修
選択

開講
時期

担当教員（下線は医学専攻専任教員）

担当教員（◎科目責任者）
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資料 14．研究指導教員・補助教員の研究概要及びテーマ   

 

  

研究概要 テーマ

【 宮松　直美 】調書No.1

成人期に顕在・潜在する非感染性疾患（NCDs）をはじめ
とした様々な健康問題を解決するため、EBM/EBNの基盤
となる疫学研究法により健康障害や関連要因の評価および
看護介入の効果の検証を行い、ひとが生涯を通して健康で
幸福に生きるための看護実践に資する科学的知見の構築を
推進する。

(1) 脳卒中・循環器病の予防・管理に関する研究
(2) 糖尿病の療養行動・合併症予防に関する研究
(3) 受診行動及び医療費に関する研究
(4) 喫煙・禁煙等生活習慣に関する研究

【 立岡　弓子 】調書No.①

少子高齢社会における母子の社会的環境を包括的に理解
し， 女性のライフサイクルに応じた健康問題について、
ウイメンズヘルスの視点と周産期にある母児・家族への支
援について助産学の視点からその解決方法を明確にしてい
くことを探求する。

(1) 母乳育児や乳房ケアに関する研究（母乳免疫と心身相関、卒
乳・断乳ケア、不快性射乳反射とうつなど）
(2) プレコンセプションケアを中核にすえた思春期教育に関する
研究
(3) 産後メンタルヘルスケアに関する研究
(4) 出産ストレスと母子相互作用に関する研究

【 伊藤　美樹子 】調書No.②

少子高齢化による地域コミュニティの衰退、世帯構成員の
縮小や家族機能の多様化などの影響を受ける地域における
健康課題の看取り、社会参加、病いと共に生きることの解
決に寄与する個々人の力量形成や組織的かつ倫理的に配慮
した支援に関する研究に取り組む。

(1) 終末期高齢者の看取りに関する研究（エンドオブライフケ
ア、医療介護ニーズを伴う高齢者の看取りケアの提供体制）
(2) 健康課題を持つ当事者と家族のQOL・エンパワメントに関す
る研究（血友病患者と保因者・保因者の可能性をもつ女性、てん
かん、要医療介護者、育児支援）
(3) ヘルスサービスとコミュニティヘルスに関する研究（がん検
診、介護保険サービス、公衆衛生看護活動）

【 河村　奈美子 】調書No.4

コミュニティの中のあらゆる世代と健康状態にある個人及
び集団の心の健康の維持・増進に向けた予防活動や援助に
ついて、精神看護に関する概念の理解と精神力動的視点を
踏まえた治療的患者-看護師関係の視点に依拠しながら、
地域、多職種との関係の中において課題解決や精神看護の
発展に貢献する研究に取り組む。

(1) 患者―看護師関係、コミュニケーションに関する研究（臨床
看護実践および教育場面、精神的ケアにおける人間関係構築、コ
ミュニケーションの探求）
(2) 虐待を受けた子どもの精神的支援に関する研究
(3) 発達障害をもつ子どもや精神疾患、認知症を有する対象者に
対する補完的療法（乗馬療法・動物を介在療法）に関する研究

【 辻村　真由子 】調書No.③

高まる在宅ケアのニーズを満たすための支援方法の開発・
人材育成を含むシステム構築に関する研究課題について、
在宅ケア・在宅看護学の視点から、国際的動向を踏まえ、
ケアシステムの創成および社会実装に向けた研究に取り組
む。

(1)家族看護を基盤とした在宅看護
(2)地域における多職種連携・訪問看護師育成の体制構築に関す
る研究
(3)在宅ケアロボットの活用に関する研究（国際比較研究を含
む）
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【 笠原　聡子 】調書No.④

安全で質の高い医療ケア提供の実現に向け、広く看護管理
の視点からケアシステムを俯瞰し、看護課題を見出し、解
決方策を探求する。さらに、得られた研究成果の社会発信
と学術的議論を経て、ケアシステム創成と成果の社会実装
化に取り組む。

(1) 患者有害事象の早期発見など予防・管理に関する研究（院内
迅速対応システム[RRS]、転倒リスク評価、薬剤業務エラー、静
脈炎発症予測、採血合併症など）
(2)看護業務に関する研究（タイムスタディ、医療情報・アクセ
スログなど）
(3)組織のレジリエンス・エンジニアリングに関する研究（機能
共鳴解析手法[FRAM]、薬剤業務フローなど）
(4)看護学生と看護職のストレスおよびレジリエンス特性に関す
る研究

【 馬場　重樹 】調書No.7

各種病態における栄養状態やエネルギー代謝を評価し、適
切な栄養アセスメントに基づく栄養治療を提案する。
また、栄養治療の実践に関する問題点や栄養サポートチー
ムの介入効果、栄養成分が腸内環境に与える影響などにつ
いての研究を通して看護実践に資する科学的知見の構築に
取り組む。

(1) 各種疾患の栄養状態とアウトカムに関する研究
(2) エネルギー代謝に関する研究
(3) 経腸栄養に関する研究
(4) チーム医療のアウトカム評価
(5) 栄養成分と腸内環境に関する研究

【 桑田　弘美 】調書No.⑤

子どもの成長・発達・健康を支援する看護の役割を基盤と
して、希少難病、心身障害、がんに罹患している子どもと
家族のおかれている状況に合わせた援助について、小児看
護・家族看護の理念から療育行動、生活環境への支援につ
いての看護実践方略を探求する。

(1)希少難病、小児がんの子どもと家族への看護支援に関する研
究
(2)特別養護支援学校に通う子どもをもつ親への学校生活への支
援に関する研究
(3)重症心身障害児への在宅支援に関する研究

【 喜多　伸幸 】調書No.⑥

産科危機的出血に代表される母児のクリティカルな状態を
引き起こす出血性疾患の病態の理解をふまえた産科医療と
新規の治療法に基づく母体管理の有用性について提案す
る。また、産科出血治療の実践に関する問題点や母児管理
方法が母体予後に与える影響についての研究を通して、看
護実践に資する科学的知見の構築に取り組む。

(1)母体と胎児の予後改善を目指した産科危機的出血の早期対応
に関する研究
(2)母体出血時における周産期予後とチーム医療の評価
(3)産科における出血性疾患の病態と母体管理状態のアウトカム
に関する研究

【 荻田　美穂子 】調書No.8

高齢者やフレイルハイリスク集団の健康課題を理解し、課
題解決のためのアプローチ方法を探求する。フレイル予防
や生活機能維持・向上のための看護ケアのエビデンス創出
に取り組む。

(1) 高齢者のフレイル・要介護予防に関する研究
(2)フレイルハイリスク集団（糖尿病・筋萎縮性側索硬化症・
パーキンソン病など）に対する生活機能維持・向上に関する研究
(3)フレイルハイリスク集団（高齢者・慢性疾患患者）に対する
在宅療養移行支援に関する研究
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【 玉木　朋子 】調書No.9

実践的で効果的な看護護育の方法の開発や評価等，看護教
育におけるエビデンスの構築を目指す研究をおこなう。
また，QOLに関連したビッグデータの解析をおこないなが
ら，リアルワールドでの調査も実施する．統計的な知見と
現場でのリアルワールドとの関連についても追究する。

(1) 看護教育に関する研究
(2) シミュレーション教育の開発と評価に関する研究
(3) 終末期ケア，ACPなどQOLの維持・向上に資することを目的
とした研究
(4) ビッグデータの解析，現場での調査で得られた生の実践・体
験から，対象のQOL貢献を追究する研究

【 山口　亜希子 】調書No.10

急性期やクリティカルケア期にある患者と家族の健康問題
を解決するために、看護実践上の課題に関する定性データ
の定量化を試み、患者と家族の健康の回復と維持に貢献し
うる科学的評価に基づいた看護実践を構築する。

(1)クリティカル期にある患者とのコミュニケーションに関する
研究
(2)クリティカルケア領域の看護実践に関する研究
(3)クリティカルケア領域の睡眠に関する研究

【 山下　敬 】調書No.11

看護の対象である患者の病態を理解し、疾患や治療内容を
ふまえた患者支援に還元するための基礎的研究の経験をふ
まえ、看護実践に応用できる看護技術の新たなエビデンス
の創出を目指す。また、男性看護師の業務の裁量や質向
上、協働のあり方を探求する。

(1) 男性看護師の就労に関する研究
(2) プリオン病患者の看護に関する基礎的研究
(3) 看護管理領域における男性看護管理者を対象とした業務管
理・裁量権に関する研究
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資料 15．国立大学法人滋賀医科大学特任教員就業規則（抜粋） 
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資料 16．大学院生研究室、見取り図 
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